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岡村金太郎のサクラノリ
仲田 崇志

　サクラノリ（桜苔／桜海苔）は現在 Grateloupia imbricata Holmesとされるが（吉田ら 2015），かつては様々な藻
類を指してきた。明治の文献ではコメノリ Polyopes prolifer (Hariot) Kawaguchi & H.W. Wang＊1（岡村 1902，遠藤
1911）・オキツノリGymnogongrus flabelliformis Harvey（大阪；岡村 1902，遠藤 1911）・カタノリGrateloupia divaricata 

Okamura（山陰；遠藤 1911）などの異名とされ，『日本国語大辞典，2版』＊2も，和歌山（日高郡）の方言でアマノリ
Pyropia spp.を，高知（幡多郡）の方言でヒラコトジ Chondrus pinnulatus (Harvey) Okamuraを指すとしている。基本
的には叉状分岐する紅藻類を指したようだ。
　岡村（1902，1916）はサクラノリをコメノリやオ
キツノリの異名としたが，岡村（1934，p. 29）は和
名のなかった Grateloupia imbricataをサクラノリと
し，同年 11月の日本植物学会総会で詳細を講演した
（日本植物学会 1934，岡村 1935；図）。曰くサクラ
ノリは類似種との区別が困難で，学名についても「必
しも之が正當だと云わない」と，ある程度恣意的な
同定であることを認めている。
　様々な紅藻類を指したサクラノリを特定の種に限
定してよいものか疑問ではある。しかし岡村は，馴
染みあるサクラノリの名を残すために和名の空いて
いた Grateloupia imbricataに当てたのかもしれない。
考えすぎだろうか。

＊1 学名は現行のもの。以下同様。
＊2  日本国語大辞典第二版編集委員会・小学館国語辞
典編集部（2001）。
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